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平成20年は22.5％と20年間で約1.5倍増加してい

る。また、「やせ」であるにも関わらず、自分の

体型を「太っている」と誤って評価し、さらに体

重を減らそうとする者も増えており、やせ女性の

12.6％に達している3）。女性の「やせ志向」が進

んでいることがうかがえる。過度の「やせ志向」

は栄養障害を伴い、貧血や骨粗鬆症の要因となる

ことが指摘されている4）5）。また、低出生体重児

（出生時体重が2500g未満）の出生率が増加して

おり6）、やせ女性のカロリー摂取制限による体重

増加不良が要因の一つと考えられている7）。さら

に胎内において低栄養におかれた新生児が将来、

生活習慣病を発症しやすいという報告もある8）。

女性の「やせ志向」は女性自身の健康だけでなく、

子供の将来の健康をも脅かす深刻な問題といえ

る。女性自身と次世代の健康を維持するため、若

年女性の「やせ志向」が食行動や健康状態に与え

る影響に関して分析を進め、若年女性の健康教育

のあり方を検討する必要がある。

　これまでに若年女性の食行動に関しては、女子

大学生の食生活の実態や9）、実際の体格または体

Ϩ　諸言

　戦後、日本人の生活様式や食生活は欧米化が進

み、炭水化物摂取量の減少や脂質摂取量の増加等

食事内容に大きな変化が見られた1）。近年は、冷

凍食品や加工品、ファストフードやコンビニエン

スストアの普及も手伝い、好きなものを、好きな

ときに、好きなだけ食べられる、「飽食の時代」

が続いている。このような食生活の変化に伴い、

日本人の体型は著しく変化した。国民健康栄養調

査における1947年以降の体格指数BMI（体重

[kg]÷身長[ｍ]÷身長[ｍ]）の推移をみると、

体型の変化は男女によって大きく異なる2）。男性

は1947年以降いずれの年齢でも右肩上がりで上

昇している。一方、女性は20歳代では継続的に

低下、30、40歳代も1970年頃から低下といった

傾向がみられ、特に若年女性のやせの傾向が顕著

になっている。同調査によると、20歳代女性の

やせ（BMI＜18.5）の割合は昭和54年14.4 %が

［論　文］

若年女性の体型およびやせ願望が食行動と
疲労自覚症状に及ぼす影響の検討

俵　　　万　里　子＊

要旨
本研究では、若年女性の体型及びやせ願望と食行動、疲労自覚症状との関連を明らかにした。その結果、

やせ体型でありながら更に痩せたいと望む者に食行動の問題が多く、欠食、減食、食品群の偏り、間食の多さ

により、エネルギーと栄養素の不足、栄養バランスの乱れを招いていた。自覚症状には体型及びやせ願望に

よる差は認められなかった。やせに伴う健康障害は自覚症状として表れにくく、問題が認識されにくいことか

ら、若年女性に対して、やせの弊害を伝え、健康管理に対する意識を向上させることが必要である。

キーワード：若年女性（young female）／体型（physique）／やせ願望（striving for thinness）

食行動（eating habits）／疲労自覚症状（symptoms of fatigue）

＊  　TAWARA, Mariko
北陸学院大学短期大学部　食物栄養学科



北陸学院大学・北陸学院大学短期大学部研究紀要 第６号（2013年度）

－264－

型願望が食行動や生活習慣に及ぼす影響について

報告されている10）11）。しかし、対象者を体型と

体型願望によって分類し、食生活や生活習慣につい

て比較検討した報告はみられない。これまでの栄養

管理・指導は専ら体型に応じた食行動の改善として

実施されてきたが、効果的な栄養管理・指導を行う

ためには、対象者がやせ願望に対してどのような意

識を持っているかも考慮すべきと考える。

　そこで、本研究では、若年女性を対象に、体型

と体型願望によって対象者を分類し、食行動、自

覚症状について分析することにより、体型および

やせ願望が食行動や健康に及ぼす影響について考

察し、若年女性への健康教育のあり方を検討する

ことを目的とした。

ϩ　方法

1.　調査対象・時期・方法

　女子短期大学生（1，2年生）237名（平均年齢

18.6±0.7歳）を対象に調査を行った。そのうち

解析対象者は分類不明の者を除いた234名であ

る。（有効回収率98.7％）

調査時期は2011年7月と2012年7月で、調査対象

者に対して、研究の趣旨、及び研究への参加は自

由意志であり強制ではないこと、研究目的以外に

データーを使用しないことを説明し、無記名自記

式のアンケート調査を実施した。

2.　調査内容

質問紙により調査した項目は、表1の通りである。
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（1）食事栄養調査

　食事栄養調査は、対象者の1日の食事内容（献

立と料理に使用した材料と量）を自己記入方式

により調査し、「五訂増補日本食品成分表」に基

づいた健帛社「エクセル栄養君Ver.5.0」のアド

インソフトを使用し、摂取栄養素量と食品群別

摂取量を調査した。

（2）疲労自覚症状

　疲労自覚症状は小林ら12）の集中志向困難、だ

るさ、意欲低下、活力低下、ねむけ及び身体違和

感の6因子24項目からなる疲労自覚症状尺度を用

いた。

3.　集計および解析方法

　各調査項目のクロス集計を行い、各調査項目の

比較はχ2検定に残差分析を追加した。残差分析

で有意な項目には、表中に▲、▽を付した。平均

値の差の検定には一元配置分散分析を用い、さら

にテューキーのHSD法による多重比較検定を行

った。統計的有意水準は5％未満とした。

（1）体型区分

　記入された身長、体重よりBMI（体重（kg）/身

長（m）2）を算出し、肥満の判定基準（日本肥満学

会）13）に基づき、18.5未満を「やせ」、18.5以上25

未満を「普通」、25以上を「肥満」に区分した。

　本研究では体型別に体型願望が及ぼす食習慣等

への影響を検討するため「やせ」「普通」「肥満」

を単に「やせたい」という願望を持つだけでなく

実際体重を減らそうとしている者を「減量群」、

現在体重を減らそうとしていない者を「維持群」

として、「やせ・減量群」、「やせ・維持群」、「普通・

減量群」、「普通・維持群」、「肥満・減量群」、「肥

満・維持群」に分類した。ただし「肥満群」は対

象者が少なかったことから、解析では除くことと

した。

（2）疲労自覚症状の得点化

　疲労自覚症状の得点化は、各項目について「全

く認めない」0点、「わずかに認める」1点、「認

める」2点、「かなり認める」3点「著しく認める」

4点とした、5段階評価とし、24項目の総合得点

を算出した。

Ϫ　結果

1.　BMIによる体型区分

　対象者のBMIによる体型区分を表2に示す。や

せ群は48名（20.5%）、普通群は171名（73.1%）、

肥満群は15名（6.4%）であった。平成22年国民

健康栄養調査結果（20 ～ 29歳女性）14）のやせ

29.0%、普通63.5%、肥満7.5％と比べてやせと肥

満の割合は低かった。
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2.　現在のダイエット状況とダイエット経験

　現在のダイエット状況を表3に示す。体重を減

らそうとしている「減量群」の割合は「やせ」の

31.3%,「普通」の77.8%、「肥満」の86.7%であっ

た。ダイエット経験は、「やせ」、「普通」ともに

「減量群」において、ダイエット経験のある者の

割合が有意に高かった（表4）。
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3.　対象者の実際のBMIと理想のBMI

対象者の現在のBMIと対象者が理想とする体重

から算出した理想のBMIとその差を表5に示す。

理想とするBMIは「やせ・減量群」が「やせ・

維持群」より低く、「やせ・減量群」では実際よ

り低いBMIを、「やせ・維持群」では実際よりも

高いBMIを望んでいた。「普通・減量群」「普通・

維持群」では、ともに実際よりも低いBMIを望

んでおり、「減量群」でよりその差が大きかった。
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4.　自己の体型評価とその理由

　自己の体型評価を表6に示す。「やせ・減量群」

では「太っている」と体型を過大評価している者

の割合は53.3%であり、「やせ・維持群」に比べ

有意に高かった。「普通」においても「減量群」

で体型を過大評価している者の割合が有意に高か

った。また、体型の自己評価の理由を表7に示し

た。他人や過去の自分との比較により体型を評価

している者は「やせ」、「普通」ともに「減量群」

で割合が高い傾向がみられ、健康診断や指標をも

とに評価している者は「やせ」、「普通」ともに「維

持群」で高い傾向がみられた。
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5.　食習慣

　朝食、昼食、夕食摂取頻度を表8、表9、表10

に示す。朝食摂取頻度は、有意な差は認められな

かった。昼食摂取頻度は「毎日食べる」者の割合

が「やせ・減量群」で最も低く、有意な差が認め

られた。夕食摂取頻度は「やせ・減量群」で「毎

日食べる」者の割合が最も低かったが、有意な差

は認められなかった。

　また、毎日朝食、昼食、夕食の3食を食べる者

の割合を表11に示す。「やせ・減量群」では毎日

3食食べる者の割合が40％と半分にも満たず、他

の群でも約4割の者に欠食の習慣が見られた。

　また間食の摂取頻度を表12に示す。「やせ・減
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量群」で「週14回以上」間食する者の割合が高く、

有意な差が認められた。
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6.　食事摂取状況

　栄養素等摂取量の結果を表13に示した。エネ

ルギー、たんぱく質、脂質、鉄、ビタミンＣ、食

塩の摂取量に有意差が認められた。「やせ・減量

群」、「やせ・維持群」間では、エネルギー、たん

ぱく質、脂質、鉄、ビタミンC、食塩の摂取量が、

減量群において有意に少なかった。「普通・減量

群」と「普通・維持群」間では、摂取量に有意な

差は認められなかった。

　食品群別摂取量の結果では、「やせ・減量群」

において18食品群のうち、9食品群（穀類、いも類、

その他の野菜、豆類、魚介類、肉類、卵類、油脂類、

調味料・香辛料）の摂取量が、他の群に比べ最も

少なく、穀類、その他の野菜については有意に少

なかった。一方、果実類、海藻類、乳類、菓子類、

嗜好飲料類の摂取量は、「やせ・減量群」で最も

多く、嗜好飲料類は有意な差が認められた。
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7.　疲労自覚症状

　疲労自覚症状の得点を表15に示した。疲労自

覚症状得点は「やせ・減量群」において、総合得

点と「集中思考困難」、「活力低下」、「だるさ」の

3因子の得点が高い傾向がみられたものの、総合

得点、各因子の得点ともに、各群に有意な差は認

められなかった。
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ϫ　考察

　近年、若年女性においてやせが増加し、健康上

あるいは低出生体重児の増加など大きな問題とな

っている。そこで本研究では、体型及びやせ願望

が食行動、健康へおよぼす影響を考察し、若年女

性のやせに対する健康教育のあり方を検討するこ

とを目的とした。健康教育では対象者の体型だけ

でなく、「やせたい」あるいは「このままでよい」

という体型への願望も把握し、個々の状況に応じ

た教育を行う必要があると考えた。また体型願望

の食生活への影響を見るためには、単にやせたい

という願望を持つだけでなく、実際に体重を減ら

そうとしている者を「やせ願望がある者」として

捉える必要があると考えた。そこで、本研究では

対象者を体型別に「体重を減らそうとしている者

（やせ願望のある者）」と「体重を減らそうとして

いないもの（やせ願望のない者）」に分類し、体

型認識や、食習慣、健康状態などに関して調査を

行った。体型については、記入された身長、体重

よりBMIを算出し、「やせ」、「普通」、「肥満」に

分類し、さらに体重を減らそうとしているのか、

いないのかによって、「やせ・減量群」、「やせ・

維持群」、「普通・減量群」、「普通・維持群」「肥満・

減量群」「肥満・維持群」に分類した。ただし、

解析では、「肥満」は対象者が少なかったことか

ら除くこととした。

　これまで多くの先行研究で若年女性が誤った体

型認識から不必要な痩せ願望を持つことや15）、体

型を調度良いと認識しながら更に痩せたいと望む

矛盾したやせ願望を持つ者が多いことが報告され

ている11）。本研究においても、やせや普通体型で

あるにも関わらず体重を減らそうとしている者の

多くが、体型の誤認識や矛盾した痩せ願望を有し
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ていた。これらの背景には、痩せている女性が美

しいとされる社会的風潮や心理的な要因が関与し

ていると考えられている。馬場、菅原は「痩身願

望」を規定する心理的要因について検討してお

り、その結果「痩身のメリット感」が最も強い要

因であり、その他要因（顕示要求や現体型に対す

るデミリット感）がメリット感を通して痩身願望

と関連していることを示している16）。本研究にお

いて、現在の体型の維持を望んでいる者は、客観

的な診断や指標を基に体型を評価している者、ダ

イエット経験のない者の割合が高く、現在の体型

は体質的なものであり、無理せず体型を維持して

いる者が多いと思われる。一方、体重を減らそう

としている者は、他人や過去の自分との比較によ

って体型を評価している者、ダイエット経験のあ

る者の割合が高かった。先行研究で指摘されてい

るように、メリット感やデミリット感などの心理

的要因が体型の誤認識や矛盾したやせ願望に関与

していることが示唆された。

　理想のBMIは「やせ・減量群」では最も低く17.1

±0.7であった。柘植ら17）はBMI18未満、および23

以上で月経が不規則になる率が増える傾向がある

ことを報告しており、また、WHO発行のICD－

1018）では 、神経性無食欲症をBMI17.5以下で、体

重が増えることに対して恐怖を感じ、体重によっ

て自己評価が影響される状態としている。「やせ・

減量群」が理想とするBMIを目標としてさらにや

せようとすれば、月経異常や摂食障害を発症しか

ねない状況にあるといえる。

　食事の摂取状況をみると、昼食を毎日摂取する

者の割合が「やせ・減量群」で有意に低く、痩身

願望と欠食との関連が認められた。一方,間食の

摂取頻度は「やせ・減量群」で「週14回以上」

間食を摂取する者の割合が最も高く、有意な差が

認められた。食事調査からエネルギーおよび栄養

素の平均摂取量をみると、「やせ・減量群」はエ

ネルギー、たんぱく質、脂質、鉄の摂取量が有意

に少なかった。食品群別摂取量の結果では、18

食品群のうち、9食品群（穀類、いも類、その他

の野菜、豆類、魚介類、肉類、卵類、油脂類、調

味料・香辛料）の摂取量が「やせ・減量群」で最

も少なく、穀類、その他の野菜は有意に少なかっ

た。一方、果実類、海藻類、乳類、菓子類、嗜好

飲料類の摂取量は「やせ・減量群」で最も多く、

嗜好飲料類に関しては有意差が認められた。「や

せ・減量群」では摂取量が少ないうえ、食品群の

偏りが大きいため、必要なエネルギー、栄養素の

不足と栄養バランスの乱れを招いていた。特に菓

子類や嗜好飲料など間食を多く摂取していること

が「栄養バランスの乱れ」と関連しており、また

「食事量の不足」や「欠食」を招く要因の一つと

なっていることが示唆された。やせ願望がエネル

ギー回避の願望であることから、抑制的な摂食行

動と密接な関連があるとの報告19）がある一方で、

やせ願望が強くなるほど、甘味に対する態度が肯

定的になるとの報告と一致した。小林ら20）も、

女性では体型を過大評価する者ほど間食を食べる

者が多いとし、間食が本来の食事量を制限してい

ると指摘している。頻繁な欠食、減食、および間

食の摂りすぎは摂食障害や健康障害につながるこ

とが指摘されており21）注意が必要である。また、

加藤19）は女子学生を対象として、痩せ願望、ス

トレス、甘味に対する態度との関連について調

べ、女子学生はストレスを伴う痩せ願望が強くな

ればなるほど、甘味に対する態度がポジティブに

なることを明らかにしている。したがって、若年

女性に対しては、ストレスなどの心理的要因も考

慮し、間食の摂り方も含めた食事指導が必要であ

ろう。

　若年女性のやせが問題とされながらも未だ、やせ

を賞賛する社会的風潮があり、肥満の弊害が強調さ

れる一方で、やせの弊害は十分認識されていない。

そのような現状で、若年女性のやせの割合は減少し

ないばかりか、低年齢化がすすんでいる22）。体型誤

認からの過剰なダイエットや不必要なダイエットは

貧血や月経異常等の身体的症状や骨量の低下を引き

起こす。さらに問題は、これらの健康障害は自覚症

状として表れにくい点である。本研究においても、

対象者の自覚症状には体型及びやせ願望による差

は認められなかった。しかしながら、やせで不必

要な痩せ願望持つ者には食生活に多くの問題があ

り、今後、健康障害を起こしかねない現状にあっ

た。これから妊娠、出産、育児を向かえる若年女

性のやせは女性自身の健康のみならず、次世代の

健康をも脅かす問題である。若年女性にやせの弊

害を伝えるとともに、食事調査を実施し、食生活
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の問題を認識させることにより、健康管理に対す

る意識を向上させることが必要と考える。
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